
部局紹介

関西館
京都、大阪、奈良の 3 府県にまたがる「けいはんな学研都市」に位置し、アジア関係資料や博士論文等、
特色ある資料の収集・整理・保存・提供を行います。
また、図書館員を対象とした研修等の図書館協力事業やデジタル化資料の提供等の電子図書館事業、
来館せずに所蔵資料を利用できる遠隔利用サービスの拠点を担います。

図書館協力事業

図書館員向けの研修、図書館や図書館情報学の動向
に関する調査や情報発信、国内の図書館と連携した
総合目録データベースやレファレンス事例等を共有す
る「レファレンス協同データベース」の運営、全国の
図書館等が製作した視覚障害者等用データ（DAISY、
点字データ、テキストデータ等）の収集と国立国会
図書館障害者用資料検索「みなサーチ」を通じた提
供による障害者サービスを実施する図書館への支援・
協力などを実施している。

電子図書館事業

関西館所蔵資料のデジタル化を行うとともに、国立
国会図書館及び他機関がデジタル化した資料を提供
している。著作権処理によるインターネット公開のほ
か、絶版等で入手困難な資料の図書館や個人に対す
る送信も実施。公的機関のウェブサイトを網羅的に、
民間のウェブサイトを選択的に収集して提供し、オン
ライン資料（電子書籍・電子雑誌）の収集・提供も
行っている。また、電子情報の保存に関する調査研
究等にも取り組んでいる。

青木 太一 図書館協力課副主査

全ての方に図書館サービスを

みなサーチへ登録するデータの確認

学生時代の専攻
史学

Career
H28.4 国際子ども図書館資料情報課
H30.4 利用者サービス部図書館資料整備課
R3.4 電子情報部電子情報企画課

（R3.7 副主査）
Ｒ4.10 関西館総務課

（副主査、R5.4 人事厚生係長）
Ｒ7.4 関西館図書館協力課（副主査）

資料・情報提供、レファレンス

東アジアから中東・北アフリカまでの幅広い地域のアジア言語資料、博士論文、科研費報告書等、特色ある
資料のほか、各分野の概説書や参考図書など調査に役立つ資料を所蔵し、来館利用者に閲覧・複写・レファ
レンス等のサービスを提供している。また、遠隔複写・図書館間貸出し・デジタル化資料送信サービス等、個
人向け・図書館向けの遠隔利用サービスの窓口としての役割も担っている。

　国立国会図書館は障害者サービスを実施してい
る各種図書館に対して、様々な支援・協力を行っ
ています。
　私が所属する図書館協力課障害者図書館協力係
は、全国の公共図書館、大学図書館、学校図書
館、ボランティア団体などが、視覚障害などによ
り活字での読書が困難な方のために製作した録音
図書・テキストデータ・点字データ等を収集してお
り、毎日郵便やメールでデータが送られてきます。
　収集したデータは国立国会図書館障害者用資
料検索「みなサーチ」〈https://mina.ndl.go.jp/〉
から検索できるだけでなく、利用者登録された視
覚障害者等の個人の方や図書館等であればイン
ターネット経由でデータをダウンロードできます。
　私は国立国会図書館が図書館等からデータを収
集するための手続やデータの「みなサーチ」への
登録を行っています。図書館等からデータの製作
や国立国会図書館への提供方法などの様々な相談
が寄せられますが、一つ一つ解決し、データが「み
なサーチ」で無事公開されたときは達成感があり
ます。
　障害者用資料の製作には時間がかかるものが多
いため、一つの施設で製作できる資料の点数は限
られています。だからこそ、より多くの資料をより

多くの方々へ提供するため、全国で製作された資
料を国立国会図書館で収集し、「みなサーチ」で
提供することに大きな意義があります。
　国立国会図書館の障害者サービスに係る取組は
近年の国の読書バリアフリーに関する法整備等に
よって加速してきました。今後も読書バリアフリー
推進に向けて、デジタル技術を活用した新たな取
組等が考えられるでしょう。また、外国で製作さ
れたデータの取寄せ等、マラケシュ条約※に基づく
国際サービスの拡大も期待されます。そのため、
障害者図書館協力業務は拡大の余地が大きいもの
と感じています。
　業務に関する専門性を磨くことは容易ではなく、
私自身、新たな知見に遭遇する毎日ですが、既存
のサービスの改善点を探りつつ、今後の展望も描
けるよう研さんを重ねていきたいです。
※�正式名称は、「盲人、視覚障害者その他の印刷物の判読に

障害のある者が発行された著作物を利用する機会を促進す
るためのマラケシュ条約」。
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